
天然無機質100％複合酸化セラミックをナノメーター粒子の原料とした抗菌、除菌、脱臭、陰

イオン発生の優れた機能で通気性、撥水性を良くする液体無機質セラミック材です。

◇ 機 能

１．強力な抗菌、除菌効果で細菌の繁殖機能を抑制します。

２．悪臭を酸化分解する活性力で口臭、アンモニア、有機溶剤、タバコの匂い、ホルムアルデ

ヒド等の吸着消臭機能を発揮します。

３．抗アレルギー物質、花粉、飛沫感染を吸着除菌しながら陰イオンで通気性を良くします。

４．抗菌性の活力でバクテリア性（BFE)も高い性能を発揮します。

５．黄砂の中に含まれる変異原物質、ピレン、ラドンのガスを吸着防御します。

６．自動車の排気ガス、工場排煙等に含まれる硫黄酸化物、窒素酸化物を吸着します。

◇セラミック薄膜の効能

繊維状態及び不織布のマスク、カーテン、医療用寝具、ユニフォーム、レジャー用テント等は

密度によって呼吸性、捕集性、飛沫生感染に限度があり、FINE-CERA#26-9はPFE（0.0001㎜）

の捕集、VFE（ウィルス飛沫の吸着）、BFE（咳やくしゃみの飛沫遮断）等の効果を上げるため

繊維状態及び不織布に塗布後、乾燥すると抗菌性、安全性及び快適性を上げることができます。

◇ＦＩＮＥ-ＣＥＲＡ＃２６-９の分解力

複合酸化セラミックによって空気中に正孔（h+）と電子（e-）が発生します。

それぞれ空気中で正孔は水酸化物イオン（OH-）と電子は酸素（02）と反応して、水酸化物ラ

ジカル（-OH）やスーパーオキサイドアニオン（O2-）の分解力を持った２種類の活性酸素を生

成します。

これらの化学種の酸化力は非常に強いので、有機物やＮＯＸを酸化分解して除去します。

FINE-CERA＃26-9

＜抗菌・除菌・脱臭・陰イオン発生＞



⇒ 酸化分解

⇒ 酸化

複合酸化セラミック NOX、NH３、CNOO

FINE-CERA#26-9

⇒ 除菌、死滅、

不活性

⇒ 消臭、揮発性

分解

有機化合物

不純物汚れ、悪臭、ガス類

無機化合物

NOX、NH３、CN

細菌、飛沫微細菌類

溶剤類ガス、アンモニア

汗、体臭、生腐蝕ニオイ



◇ FINE-CERA#26-9の物性

◇ 素地種類との接着性

◇ 色相

クリア

※塗料は白色ですが、素地乾燥後はクリアになります。

項目 物性値

外観 白色（処理後透明）

比重２１℃ １．０７

引張強さ ２３０ｋｇ/㎠

引張伸び ０．３％

曲げ弾性率 ２８,０００ｋｇ/㎡

密着性 ２５ｋｇｆ/ｃｍ

耐アルカリ性 異常なし

耐酸性 異常なし

耐水性 異常なし

不燃性 合格

陰イオン発生数 ３,５００個/㎤

素地種類 接着性

コットン 〇

アクリル 〇

レーヨン 〇

ポリエチレン 〇

不織布 〇

紙 〇

木材 〇



◇ 標準浸漬方法

➣ 浸漬する前と容器内の下に沈殿物が残らないように十分に撹拌して下さい。

➣ 塗布量：原液のまま浸漬

➣ 浸漬する前に不純物、ほこり等を完全に除去してください。

➣ ディッピング、スプレーが可能です。

◇ 洗浄方法

常温の水道水で洗ってください。

使用した残液は、密閉して再度ご使用できます。

◇ 包装

ＦＩＮＥ-ＣＥＲＡ＃２６-９ ： １７ｋｇ

株式会社 東京金属化学研究所

〒140－0013東京都品川区南大井3－20－5

TEL(03)5762-1221 FAX(03)5762-1515



試験方法

＊JIS L 1902:2015（ISO 20743)

基材：硬質塩ビ 溶液：第一層はＰ１溶液・第二層はＭ２溶液

試験菌：大腸菌

光源：ブラックライト １．０ｍＷ／㎠

場所：一般財団法人 広島県環境保健協会

時間経過

未処理硬質塩ビ板（対照）

cfu／個

菌残存率

塗布処理硬質塩ビ板

cfu／個

菌残存率

０時間
９．２×１０５

１００％

ＮＴ

‐

３時間
８．９×１０５

９６％

４．０×１０４

４％

６時間
４．４×１０５

４８％

１．６×１０

０％

９時間
１．６×１０５

１７％

＜１０

０％

注意）

１．Cfu：colony forming unit ２．ＮＴ：not tseted（検査実施せず）３．＜１０：検出せずセロ。

※ セラミック材を塗布した基材の大腸菌は３時間後に４％に減り、６時間後以降は残存率ゼロ。

技術資料

抗菌試験（大腸菌）



抗菌試験（黄色ぶどう球菌）

試験方法

＊JIS L 1902:2015（ISO 20743）

定量試験：菌液呼吸法

生菌数の測定法：混釈平板培養法

試験菌懸濁液：非イオン界面活性剤0.05％添加

試験片の減菌方法：オートクレーブ

場所：一般財団法人 日本繊維製品品質技術センター 神戸試験センター

＊（一社）繊維評価技術協議会SEKマーク繊維製品の洗濯方法：標準洗濯法、吊干し

接種菌液濃度：2.0×10⁵（CFU/ｍL)

試 料 生菌数算術平均の常用対数 増殖値[F]

無加工試料

（標準布(綿)）

接種直後 [logCo]4.43
2.8

抗菌活性値

[A]18時間培養後 [logCi]7.26

生地 FINE-CERA#26-9

原布

洗濯20

回後

接種直後

18時間培養後

接種直後

18時間培養後

[logTo]4.43

[logTi]3.26

[logTo]4.35

[logTi]3.57

－

－

4.0

3.7

＜抗菌性効果基準＞

抗菌活性値 [A] 抗菌効果

2.0 ≦ A ＜ 3.0 効果が認められる

3.0 ≦ A 強い効果が認められる

無加工布は18時間後に7.26へ増殖、含浸布は18時間後に3.26、洗濯20回後は3.57に減菌。

含浸布は洗濯後も抗菌性の強い効果が認められる。



抗菌試験（カビ）

基材：硬質塩ビ

溶液：FINE-CERA#26-9

試験法：JIS Z 2911 カビ抵抗性試験方法

JIS規格では数多くのカビ類から一般工業製品の試験用カビ菌糸有無を試験

試験カビ：①アスペルギルス・ニゲル

②ペニシリウム・シトナム

③リゾプス・オリザエ

④クラドスポリウム・クラドスポリオイデス

⑤ケトミウム・グロボソム

光源：ブラックライト１．０～１．５ｍＷ／㎠

場所：一般財団法人 広島県環境保健協会

株式会社 東京金属化学研究所

〒140－0013東京都品川区南大井3－20－5

TEL(03)5762-1221 FAX(03)5762-1515

試験結果

菌糸の育成は認められない

（ＪＩＳ Ｚ ２９１１試験）


